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強制水泳手続きに関して，Porsolt et al.（1977）が行ったうつ病の動物モデルに関する研究を
確立して以来，様々な検討が行われてきた。それらの結果，Porsolt et al.の主張した被験体の
無動状態の誘発，抗うつ薬投与による無動時間の減少の他に，強制水泳は行動的・生理的に多
様な影響を及ぼすことが明らかになってきた。特に，コルチコステロンを増加させること（Wilson 
& Biscardi, 1994）や，コルチコステロンの投与によって無動時間が増加すること（Hill, Brotto, 
Lee, & Gorzalka, 2003）などから，現在ではうつ病モデルだけでなく，ストレス課題やPTSDの
モデル作成課題の一つなどにも用いられており，ストレス負荷や精神疾患の発症の手法としての
研究が進められている。
本研究では，ストレスを引き起こしているであろう強制水泳が，文脈変化による条件刺激（CS）
への恐怖反応の再発に及ぼす影響について検討した。文脈変化によるCSへの反応の再発として
知られている現象にrenewal effectがある。条件づけの消去後に消去とは別の環境に被験体を置
き，CSを呈示することで，消去されていたCSに対する反応が再発する（Bouton & Bolles, 
1979）。これは臨床場面でもみられ，PTSDやパニック障害といった疾患の治療後に治療場面と
は違う環境に出ると症状が再発する場合がある。また，PTSDやパニック障害はうつ病を併発し
やすい傾向があることから，強制水泳手続きを与えた被験体を使用することで，疾患の治療や再
発にうつ病を引き起こす要因が影響しているかどうかについても検討できると思われる。
実験では，恐怖の獲得－消去－テストの手続きを2つの環境を操作することにより行った。こ
れは，臨床場面における疾患の発症－治療－再発の環境を再現している。全ての手続きを同一
環境で受ける個体と，消去のみ異なる環境で受ける個体に分け，更に恐怖の獲得後に強制水泳
を受ける個体と受けない個体に分けた。実験1においては，強制水泳の試行数を操作し，2試行
または5試行の強制水泳が恐怖反応の再発に与える影響について検討した。2試行の強制水泳は
無動状態を誘発していないストレス課題，5試行の強制水泳は無動状態を誘発したうつ病モデル
課題を再現した。実験2では，2つの環境の変化の程度を操作することにより，大小の環境変化
における反応の再発に20分間の強制水泳が与える影響について検討した。
実験1の結果，消去時の環境が異なる条件で手続きを受けた個体において，2試行の強制水泳
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を経験したものは恐怖反応の再発の程度が弱い傾向がみられた一方で，5試行の強制水泳を経験
したものにはその傾向がみられなかった。これは，強制水泳によるストレスが環境に関する記憶
を障害する一方で，回数を重ねることでCSと恐怖刺激の記憶を強くする働きをもつ可能性が考え
られる。強制水泳によるストレスが長期化すると，環境に関する記憶の忘却とCSの恐怖刺激の
記憶の隔たりが大きくなり，一度経験した環境であっても新奇の環境に対する恐怖に近い反応が
生じる一方で，恐怖刺激に対しての記憶は鮮明であるため，恐怖反応が大きくなることが考えら
れる。
実験2の結果，変化の程度が小さい環境で手続きを受けた強制水泳経験個体は，恐怖反応の
再発の程度が弱い傾向がみられた。一方で，変化の程度が大きい環境で手続きを受けた個体は，
再発の程度が強いだけでなく再発後の恐怖が持続した。消去においても，強制水泳を経験して
いない個体と比べ大きく遅れる結果が得られた。これは，環境の変化の程度が大きいと手がかり
の数が増えるため，手がかりがCSの役目を果たし，恐怖刺激に対する記憶と結びついたことで
恐怖反応が再発しやすくなり，消去が阻害されたと考えられる。
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